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〒514-8570 三重県津市広明町１３番地　三重県地域連携部南部地域活性化局南部地域活性化推進課内
TEL 059-224-2195　FAX 059-224-2418

会場・交通のご案内

全国過疎問題シンポジウム実行委員会事務局

参加費／全体会、分科会は無料。 交流会はお一人様4,000円です。
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●10月9日（木）は、近鉄五十鈴川駅から全体会会場までシャトルバスを運行します。
●全体会終了後、交流会会場もしくは近鉄五十鈴川駅までシャトルバスを運行します。
●10月10日（金）は、JR・近鉄鳥羽駅周辺から尾鷲市、大台町、南伊勢町の分科会会場まで無料貸切バスを運行します。
　現地視察終了後、JR尾鷲駅、JR・近鉄松阪駅、JR・近鉄伊勢市駅までお送りします。
●現地視察に参加されない方についても、昼食後無料貸切バスで各鉄道駅へお送りします。

鳥羽市の佐田浜港から市営定期船にご乗船いただき、航路約２０分で答志島和具港に到着します。
（定期船運賃として往復お一人様1,080円を事前に徴収いたします。）
なお、台風や高波などで定期船が欠航する場合は会場を鳥羽市の本土側に変更して開催します。

～鳥羽市分科会に参加される皆さんへ～
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主催／総務省、全国過疎問題シンポジウム実行委員会（三重県、全国過疎地域自立促進連盟、三重県ふるさと振興協議会）

全体会／伊勢市（三重県営サンアリーナ  サブアリーナ）
交流会／鳥羽市（鳥羽国際ホテル）

分科会／尾鷲市（三重県立熊野古道センター／尾鷲市 早田地区）
　　　　鳥羽市（答志コミュニティアリーナ／鳥羽市 和具・答志地区）
　　　　大台町（大台町健康ふれあい会館／（有）森と水を守る会ほか）
　　　　南伊勢町（南伊勢町町民文化会館／ないぜ自然村ほか）

2014年10月9日㊍・10日㊎
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後援／農林水産省、国土交通省、全国知事会、全国都道府県議会議長会、全国市長会、全国市議会議長会、全国町村会、全国町村議会議長会、一般財団法人地域活性化センター、
全国山村振興連盟、三重県市長会、三重県市議会議長会、三重県町村会、三重県町村議会議長会、公益財団法人三重県市町村振興協会、全国山村振興連盟三重県支部、
中日新聞社、朝日新聞社、毎日新聞社、読売新聞社、産経新聞社、日本経済新聞社、一般社団法人共同通信社津支局、時事通信社、日刊工業新聞社、中部経済新聞社、伊勢新聞社、
NHK津放送局、CBCテレビ、東海テレビ放送、メ～テレ、中京テレビ放送、三重テレビ放送、東海ラジオ放送、三重エフエム放送
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三重県営サンアリーナ
三重県伊勢市朝熊町字鴨谷4383-4
☎0596-22-7700

全体会 分科会

交流会
鳥羽国際ホテル
三重県鳥羽市鳥羽1-23-1
☎0599-25-3121

三重県立熊野古道センター
三重県尾鷲市向井12-4
☎0597-25-2666
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大台町健康ふれあい会館
三重県多気郡大台町粟生1010
☎0598-83-2877
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三重県鳥羽市答志町943
☎0599-37-3339（島の旅社）
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南伊勢町町民文化会館
三重県度会郡南伊勢町五ヶ所浦3917
☎0599-67-1011
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「全国過疎問題シンポジウム 2014 in みえ」開催のご案内

《大会趣旨》

全体会 三重県営サンアリーナ　サブアリーナ

交流会 鳥羽国際ホテル　バンケットルーム「海城」

10月9日㊍  伊勢市（全体会）・鳥羽市（交流会）

10月10日㊎  尾鷲市・鳥羽市・大台町・南伊勢町（分科会、現地視察）

12：00 受付開始

13：20 平成26年度
過疎地域自立活性化優良事例表彰式

13：50 休憩（受賞者記念撮影）

14：55 情報提供
15：10 休憩

14：05 基調講演

［講師］
曽根原久司 氏 （NPO法人えがおつなげて 代表理事）

「日本の田舎は宝の山」
～農村資源を都市のニーズと結べば
　　　　　１０兆円産業が動き出す～

18：00 交流会開会　　三重県のさまざまな食材を使った料理をご用意しております。皆さまのご参加をお待ちしています！

20：00 閉会

15：20 パネルディスカッション

［コーディネーター］

飯盛　義徳 氏 （慶應義塾大学総合政策学部 教授）
［パネリスト］　※五十音順

江崎　貴久 氏 （（有）オズ 海島遊民くらぶ 代表、旅館海月 女将）
大和田順子 氏 （（一社）ロハス・ビジネス・アライアンス 共同代表）
尾上　武義 氏 （三重県大台町長）
曽根原久司 氏 （ＮＰＯ法人えがおつなげて 代表理事）
西村　訓弘 氏 （三重大学副学長、三重大学地域戦略センター長）

「過疎地域の未来に向けた
　　　　　　　　イノベーション」
～つながり、持ち寄り、支え合う「ふるさと」～

9：30 受付開始

12：00 昼食（解散）

12：00 現地視察　※希望者のみ
昼食（早田地区）
尾鷲市元気プロジェクト取組紹介
「九鬼・早田・三木浦・三木里地区の食の取組紹介」

16：30 解散（JR尾鷲駅経由、JR・近鉄松阪駅）

12：00 昼食（解散）

12：45 現地視察　※希望者のみ
（有）森と水を守る会
（株）エム・エス・ピー　プレカット工場
道の駅「奥伊勢おおだい」

16：00 解散（JR・近鉄松阪駅）

10：00 優良事例発表、意見交換
［コーディネーター］
宮口　侗廸 氏 （早稲田大学教育・総合科学学術院 教授）

9：30 受付開始

■過疎地域自立活性化優良事例発表会

16：55 次期開催県紹介
17：00 閉会

13：00 開会式
●開会宣言　　三重県ふるさと振興協議会会長（三重県大台町長）
●主催者挨拶　総務大臣
●歓迎挨拶　　三重県知事

尾鷲市分科会 三重県立熊野古道センター

9：00 鳥羽佐田浜港発・答志島和具港行き市営定期船乗船
9：20 答志島和具港着
9：30 受付開始

12：00 昼食（解散）
12：45 現地視察　※希望者のみ

和具地区、答志地区まちあるき
16：15 答志島和具港発・鳥羽佐田浜港行き市営定期船乗船
16：40 解散（鳥羽佐田浜港着）

10：00 優良事例発表、意見交換
［コーディネーター］
大和田順子 氏 （（一社）ロハス・ビジネス・アライアンス 共同代表）

■過疎地域自立活性化優良事例発表会

鳥羽市分科会 答志コミュニティアリーナ

10：00 パネルディスカッション、意見交換

［コーディネーター］
髙橋　信博 氏 （山形県農林水産部農政企画課 地域づくり専門員）
［パネリスト］　※五十音順
門野　正信 氏 （(有)森と水を守る会 代表取締役）
北川　静子 氏 （農業法人せいわの里まめや 代表取締役）
杉山　浩一 氏 （山梨県早川町総務課 企画担当副主幹）
野田　綾子 氏 （愛知県豊田市から大台町への移住者）
濱井幸太郎 氏 （道の駅奥伊勢おおだい 駅長代理）

「地域を見つめ直し、夢を語る
　　　　　　～ええとこ再発見！！～」

■パネルディスカッション、意見交換

大台町分科会 大台町健康ふれあい会館

12：00 昼食（解散）

12：45 現地視察　※希望者のみ
南伊勢高校南勢校舎ＳＢＰ（ソーシャル・ビジネス・プロジェクト）取組紹介
ふれあい市
ないぜ自然村

16：00 解散（JR・近鉄伊勢市駅）

9：30 受付開始
10：00 パネルディスカッション、意見交換

［コーディネーター］
飯盛　義徳 氏 （慶應義塾大学総合政策学部 教授）
［パネリスト］　※五十音順
加藤　豊也 氏 （南伊勢町商工会青年部 顧問）
岸川　政之 氏 （多気町 まちの宝創造特命監）
小山　　巧 氏 （南伊勢町長）
田畑　由美 氏 （いずみ楽農会 会長）
萩原　真郎 氏 （南伊勢町ブランド開発実行委員会 委員長）

「わたしたちのふるさと
　　　　　　～ありのままに～」

■パネルディスカッション、意見交換

南伊勢町分科会 南伊勢町町民文化会館

　今日、多くの過疎地域は、人口減少や少子高齢化の進展、地域産業の衰退や生活基盤の弱体化、集落消滅
の危機など、さまざまな課題に直面しています。
　一方で、これらの地域は豊かな自然や農地・森林などを有し、水源の涵養、食料の生産、電力の供給、自然
災害の防止などを通じて、地域内のみならず都市を含めた人々の生活や生産活動を支える公益的役割を担っ
ています。
　本年４月、過疎地域自立促進特別措置法が一部改正され、２２団体が新たに過疎関係市町村に追加された
ことから、過疎関係市町村数は７９７団体となり、全国の半数近くの市町村が過疎対策に取り組むという状況と
なっています。
　このような中、過疎地域の課題であった人口減少や少子高齢化は、現在では日本全体が直面している問題
となってきています。このことから、過疎地域のさまざまな取組についてあらためて議論を深めるとともに、全国
の優れた取組に触れ、参加者相互の交流を図るなど、人と人とのつながりを通じて将来に向けた取組を考える
ため｢全国過疎問題シンポジウム２０１４ in みえ｣を開催します。

過疎地域の未来に向けたイノベーション
～つながり、持ち寄り、支え合う「ふるさと」～

※現地視察に参加しない方

※現地視察に参加される方


